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① 防災教育研修会・大崎市 (7月28日・火) 

 大崎市立沼部小学校『防災教育の研修会』において、小田隆史准教授が講話とワーク
ショップの講師を担当した。夏休みにPTAで子どもたちとハザードマップづくりを行う
ための研修会ということもあって、暑い体育館で皆様一生懸命取組んでいた。小学校5
年生のお子さんもグループ代表で発表した。 

② オープンキャンパス (7月31日・金) 

 ボランティア協力員たちが、オープンキャンパスで本学を訪れた高校生たちに、 
教育復興支援センターの取り組みを説明した。青葉山の住人（やぎの“つよし”） 
も歓迎のパフォーマンス。大喜びの高校生たちだった。 

③ 第20回復興カフェ in Miyakyo (8月24日・月) 

 第20回復興カフェでは、愛知教育大学の学生3名と学習支援ボランティア活動や被災地視察に 
ついて意見交換を行った。今回、愛知教育大学から参加した学生3名（市川真基氏、伊藤誉之氏、 
中島恵氏）は、本学学生（佐々木奏太氏、濱田茄奈氏）とともに、個人的に被災地視察を実施し、 
その帰途に当センターにて、見上学長、中井センター長等と懇談した。学生からは被災地と繋が 
っていたい、情報発信・共有をしたい、感じたことを伝えていきたいなどの意見があった。 

8月14日、学習支援ボランティア活動終了後に、 
     挨拶にきた愛知教育大学の学生たち 



④ 平成27年度 夏期期間中のボランティア一覧 



⑤ 仙台市立荒浜小学校運動会 (9月5日・日) 

 小雨降る中、開校140周年記念「ふるさと荒浜学区民大運動会」が七郷小学校にて開催された。児
童（1年、2年、5年生）16名と約200人の町内会や保護者、学校関係者が参加し、荒浜小学校最後
の運動会となった。児童全員の短距離走では、一人一人決意表明がなされ、最後の演技『みんなで踊
ろう！』では、参加者全員が輪になり、アンコールが繰り返されるほどの盛り上がりを見せた。関係
者からの寄付による【くじ引き屋さん（担当：本学ボランティア学生）】も大盛況だった。 

⑥ 第三回公開集中講座 宮城教育大学防災ウィークエンド (9月13日・日) 

 本学学生（4名）が、「学習支援ボランティア活動報告／被災地視察研修企画への思い」について発
表した。福島県出身の学生からは、様々な災害が起こったので、防災教育が進んでいると思われている
が、集落が分散、失われた町なのでそれどころではない、大学で学んだことを福島で実践したい等の報
告があった。参加者アンケートでは、「学生の生の声が心に響き、涙が出てきた」などの感想が寄せら
れた。また、「宮城県北部の大雨災害調査報告」（日本地理学会災害対応委員会HP9.13）も掲示した。 

 「宮城県北部の大雨災害調査報告」パネル  

⑦ 仙台市立中野小学校運動会 (10月3日・土) 

 平成27年10月3日（土）秋晴れの中、41回目の「中野小学区民大運動会」が開催された。最後
の運動会を惜しむかのように、40名の児童とたくさんの地域の方々による演技が繰り広げられた。
学生たちも、運営の手伝いの合間を縫って一人一人の名前を呼びながら懸命に声援を送っていた。 



⑧ JICA集団研修 被災地視察研修会  (10月12日・月) 

  JICA研修コース「教員養成課程における方法と技術」の研修生を対象に、被災地視察研修を実施し
た。JICA関係者と教育復興支援センター特任教授の16名で、仙台平野で津波被害を受けた仙台市立荒
浜小学校と名取市立閖上中学校、高い津波が押し寄せたリアス海岸の女川町を視察した。参加者たちは
荒浜小学校の視察では、避難者が救出されるまでの校長の対応や、平野部での避難の困難さに関心を示
していた。閖上中学校の校舎を見た後、日和山や犠牲になった生徒の慰霊碑を訪れたが、犠牲の大きさ
に言葉を失っていた。 

閖上中生の慰霊碑に触れる研修生 女川駅の２階にて 

⑨  JENESYS2015 招へいプログラム研修生との交流 (10月15日・木) 

 外務省主管のASEAN9か国及び東ティモールを対象とした若者招日プログラム「JENESYS2015」 
により、来日中の学生等（約40名）が本学を訪れた。午前中、市瀬教授の授業にて本学学生と交流、 
午後は、東日本大震災被災地を視察した。（本学学生３名が英語で仙台荒浜・名取閖上などを案内した） 

⑩ 第44回宮城教育大学大学祭 (10月24日・土～25日・日) 

 第44回大学祭において教育復興支援センターでは、教育復興支援ボランティア協力員（大学祭
担当）たち手作りの活動年表やボランティア活動のポスターや、東北地域づくり協会のパネルも展
示した。 


